

































多様化が進んできている。 例えば、 わが国清源飲料ビジネスでは、 2000(平成l2)年を例にとれば、
リニューアル商品と全くの新規商品を合わせ、l,034アイテムもの新商品が市場投入されていた2。
' 〒980-851l 富城県仙台市青薬区土極1-3-l E-mail:takatoshi@tscc. hoku-gakuin.ac.jp'浅羽茂「日本企業の競争原理一同n的行動の実配分析」東洋経済新報社、2002年、第4章(以下、a羽「日本企


























は、 大手清涼飲料会社や小売業者から委託を受けて清涼飲料の生産 (瓶詰、 缶詰) に従事するパッ
カーという業者の存在を無視できない。 いまや、伊藤園やダイドードリンコといった大手清涼飲









3 演羽教授は、 「コンビニエンス・ストアは、 3月と9月に棚の品揃えを変更するので、 多くの新製品はこの2
つの月に導入される」と記し、清流飲料会社の製品開発行動が、 コンビニエンス・ストアの行動に大きく影






























































































茶、 ウーロン茶、緑茶いずれについても、 まず原料となる茶葉の調達が不可欠であった。 これら
茶葉の仕入れは、 大学生協東北が仲介業者を通さず、 独自のルートから行つていた。 大学生協束






それでは実際、 どのように委託に出され、 どのように製造されているのであろうか。 やや長く



















かように委託生産では、 大学生協束北は、 製品の仕様書をパッカーに提示し、 その後の技術間
題(品質管理も含む)については、 もちろん委託する大学生協東北側でもある程度の勉強が必要とな
るが、 基本的にはバッカ のー技術力やノウハウに全面的に依存する。 すなわち、 製造に関わる諸
活動のなかで、 大学生協東北が直接手掛けていたのは、 仕様書の提示や、 原料と一部資材の調達
である。 ただし、 仕様書の作成や原材料調達に関しても、 パッカ一等から色々と技術的な助言を
受けることになろう。
さらに、 パッカ へーの生産委託の仕組みをより深く理解するために、 非常に参考となる情報が
含まれているので、 商品事業部課長の言葉を、 続けて直接引用してぉきたい。
もう少し、具体的にいいますと。 これ、 J Tさんに、言うと怒られるかもしれませんが、 これ(生脇プライベート・
プランド茶系PET欲料〕 を充填きせたのがハルナビバレッジ、 詳馬県の様名山の麗なんで元は牛乳屋さんなんです
が、岩出山の生協のプライベート・プランドの牛乳を作つてもらっているところなんですが、 あそこで、グリー
ンズ(JTの線茶ドリンクでかぶせ茶と:flnを使用)、 爽健美茶、 サッポロ、 無印(良晶〕さん、 これ皆同じ充城でやってま
す。品質管理でいえば皆同じなんです。調合の仕方と(抽)出し方が違うだけで。 あとは、 シュリンクは、 それぞ
れ委託されている業者さんが違うでしょうけど、 キャップ、ぺットの容器は、 すべて同じなんですからlo。
まず注目すべき点は、 大学生協束北のプライべ一 ト・プランド商品と、 コカ・コー ラ、 JT、 サッ
ポロなどのナショナル・プランド商品とが、 同じ工場内で製造されていることである。 かくして、


























































(出所) 大学生協東北事業連合商品事業部の提供資料 (2o0o年3月5日) に基づき作成。




















どで美味しぃランチが食ぺられてしまう時代である。 しかも、 学生を対象とする場合、 飲料の容
量は、350mLeや250me缶のような小さなサイズではなく、飲み応えのある500 me PETを前提に

























































売業も、 その他の異業種も〕お茶は作れる」24 という25。 すなわち、 現代の清涼飲料ビジネスでは生産
設備への投資が不可欠なものではなくなってぉり、 言い換えれば、 生産力に関する参入陣壁が低
下し、 小売業や異業種からの新規参入が容易になってきている。 また、 一定規模の自社の生産設
備を有する清涼飲料会社であっても、 パッカ をー利用することで、 より身軽な新製品の開発と投














は、 村山 「現代わが国清涼飲料ビジネスの動態に関する研究」 を参照。
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清涼飲料ビジネスにおける新商品の企画と製造














国清涼飲料工業会、 日本果汁協会、 日本果汁農業協同組合連合会の3団体は、 自由化を認める条
件として農林省の斡旋で、 コカ・コーラとぺプシコーラに企業合理化援助費と称し合計l億円の











































ビジネスの動態に関する研究」 ( 期t大学大学院t0士学位舒f求識文、2002年8;1理出、2003年611学位受理) を参照されたい。
(出所) 報者作成。
清l款飲料ビジネスにおける新商品の企画と製造





生産力を柔軟に活用する清涼飲料会社が台頭してきたことで、 コカ・コーラ グループは徐々 に厳
しい市場競争を強いられつつある(矢印②と③を参照)。対するコカ・コー ラ グループは、一部の
商品を委託生産に出しているが自社工場での内製を原則としているため、 生産設備への投資負担










































































する、 という選択が有利になるのである。 近時の清涼飲料ビジネスでは、 低価格化競争が激化し
てぉり、かように厳しい状況下で利益を確実に上げていくためには、 コストをいかに削減できる
か、 すなわちパッカ をー生産力としていかに臨機応変に活用していけるかが肝要といえよう。










































































さて、 これまでの議論を簡潔に要約すれば、 近時の清涼飲料ビジネスでは、 市場競争の優劣に




























術水準が共有されていると考えられた。 もって、 本稿では、 清涼飲料ビジネスにおける競争優位












3° ただし、 詳細については、 村山 「現代わが国消流飲料ビジネスの動態に関する研究」 を参照。
l04
清l京飲料ビジネスにおける新商品の企画と製造
スクを動案すれば、 今後、 生産の外部化が不可逆的かつ無批判的に進んでいく とは言い切れず、
もって自社生産カの構集の重要性が再び見直される事態も十分にあり得よう。
(2005年1月l1日受理)
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